
ハラスメント対応体系図

イ

ア

防止委員会審議

なし

　

大学教員以外

大学教員

学生

大学教員及び大学
教員以外

関係部局における緊急対応及び所用
の対応の実施

 調査委員会の設置  調停委員会の設置

　
設置後、原則２箇月
以内に調査結果を防
止委員会へ報告

再調査請求

なし あり

不調

緊急対応等
　・防止委員長から監督者へ対応指示

ハラスメント防止委員会
　・調査委員会、調停委員会の設置について審議

関係者（学生・教職員・本学関係者等）

【当事者】
監督者

被害者とされる者
（相談者）

加害者とされる者
（行為者）

行為を目撃等した者
（相談者）

ハラスメント相談員
　　・被害者とされる者等からのハラスメント相談の受付及び対応申立

報告

ハラスメント

予備審査会
ア 全学での調査または調停が必要な場合

は、ハラスメント防止委員会

イ 関係部局での緊急対応等が必要な場合

相談者が調査・調停を望まない場合は

部局対応

ハラスメント防止委員長

監督者は、防止委員長から指示を

受けた日から原則１箇月以内に対

応結果を報告

・状況確認及び状況の改善を実施

完了

当該案件に関係す

る者からの事情聴

取など調査の実施

監督者から防止委員長へ報告

状況改善

防止委員長から監督者へ関係

部局における再発防止等の指

示

不調

被害者とされる相談者と

行為者の間における協議

援助等の実施

設置後、原則2箇月以

内に調査結果を防止

委員会へ報告

設置後、原則２箇月以

内に当事者間の協議結

果を防止委員会へ報告

双方合意後、調停

終了

調停終了を学長へ

報告

調停が成立しなかった場

合、当事者の求めに応じ

て調査委員会の設置

防止委員会は、速や

かに当事者へ調査結

果の通知

防止委員会での再

調査の必要性につ

いて審議

必要あると判断され

た場合は、調査委員

を交替して再調査の

実施及び防止委員会

での審議

防止委員会は、

速やかに当事

者へ再調査結

果の通知

役員会で処分等の検

討・決定

教育研究評議会に

おける審議

・審査説明書交付、

陳述 など

学長は、処分等申し渡し、

監督者への環境改善命令

防止委員会は、学長へ調査結果及び審議の結果に

ついて報告

当該部局等は、防止委員長からの依

頼に速やかに対応する

防止委員長は、調査の結果、ハラスメント以外の問

題の報告を受けた場合は、速やかに当該部局等へ

対応を依頼する

ハラスメントとして

認定に至らなかっ

た場合

ハラスメントとして

認定した場合

教育研究評議

会で審議・処分

(案)の検討、決

定

防止委員会は、

審議結果を請

求者へ通知

学長は、当

該学生の処

分を決定し

通知

完了
懲戒

懲戒

以外

所属学部等の教授

会等で審議、処分

(案)等の検討、決定

後、学長へ通知


